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＜MYP各教科の取り組み＞
• 事実と意見を考える
• 古典作品の特徴を考える　古典を原文で読む意義とは
• 2014年度　社会科・地理歴史公民科における取り組み
• 「数学を使い，生み出す」活動の水準を高める手立て
　　～公開研究会の報告を兼ねて～
• 評価活動からみた探究型学習の展開　第4回公開研究会における授業研究から
• 「なぜ世の中にはオリジナル以外のものが生まれるのか」
　　～オリジナル曲とカヴァー曲における比較研究を通して～
• 美術科ＭＹＰの取り組み　その５
• 保健体育科MYPへの取り組み　その４
• アセンブル教材を用いた授業実践　その２
　　―評価・活用能力育成を目指したMYPの授業―
• 情報科
• 外国語科MYPの取り組み　その６
　　育成すべき／したい資質・能力と観点別評価に基づいた多様な探究型授業（資料編）

＜各委員会の取り組み＞
• MYP評価訪問
• 平成25年度の国際教養の取り組み

＜個人研究＞
• 実践報告「プレ・イマージョン地理：地理ってなんだろう？」
• 実践報告「国際5 ファシリテーション入門」
　　ユース・ファシリテーターの育成
• 3.11後の「忘却」に抗う社会科授業の創造Ⅱ
　　―「震災瓦礫」・「六次産業」・「震災遺構」・「フクシマ」―
• 学校周辺地下柱状図を利用した地層の学習とその評価方法
　　～国際バカロレア機構ミドル・イヤーズ・プログラムの視点から～

研究の動向
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